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1.  要約
　将来起こりうる作物への悪影響を防ぐために、寄
生性つる植物であるスナヅルの西表島における分布
調査を行った。ほぼ海岸全域がすでに分布域であっ
たが、内陸部の侵入はほぼ見られず、作物への悪影
響も認められなかった。計測された中で最も大きな群
落は 8 m× 218 m と巨大で、生長能力と繁殖能力の
高さを示唆した。主な寄主植物はグンバイヒルガオの
ような海浜性つる植物と思われたが、まれに樹木な
どにも絡まっており、寄主特異性は低いと推測された。
開花は年中起こるため、種子生産量は膨大なものと
なり、繁殖力はかなり大きいと予想される。従って、
今後も継続的な調査が必要と考えられる。
2.  諸言
　スナヅル（Cassytha filiformis  L.）はクスノキ科
スナヅル属のつる性寄生植物で日本では海岸の砂地
に生え、小笠原諸島、九州南部、南西諸島に、国
外では世界中の熱帯に広く分布する 1）。日本では生
育地がほぼ海岸の砂浜に限られるため、特に問題に
はなっていないが、諸外国では果樹や花卉などに寄
生して収穫量を減らすことがあるため問題となってい
る 2, 3, 4）。鹿児島県のレッドデータブックでは準絶滅
危惧に指定されているように 5）、我が国ではあまり旺
盛な生育と繁殖は見られないが、国内のスナヅルに
関する研究例は少なく、生態学的知見の蓄積はほと
んどない。西表島（沖縄県八重山郡竹富町）は熱帯
に位置し、サトウキビ、パイナップル等の熱帯性作
物栽培が盛んであるため、スナヅルによる寄生で悪
影響が出る前に、スナヅルの繁殖の状況を把握し、
防除対策を事前に立案することが重要であると考え、
調査を行った。これまでに、西表島ではスナヅルが
一部の砂浜で見られることは知られていたが、その
分布の現状や寄主等に関する生態学的な知見が不十
分なため、知見の蓄積を図る手始めとして西表島内
における分布を明らかにすることを目的とした。
3.  材料および方法
・調査地の概要
　調査は西表島で行った。西表島は北緯 24 度 15 分
～ 25 分、東経 123 度 40 分～ 55 分の東シナ海上に
位置し、沖縄本島からは南西に約 400 km と遠いが、
台湾からは約 200 km とかなり近い。面積は約 289 
km2、周囲約 130 km で、沖縄県では沖縄本島に次
いで 2 番目に大きな島である。島のほとんどは熱帯
性の自然林（国有林 86%でその内広葉樹林（自然林）
が 72%）で覆われており、大きな道路としては島
の周囲を回る周回道路があるが、全通はしておらず、
約 3 分の 2 の距離のみである。
・西表島の植物相
　世界の植物相の違いを地理的に区分した植物区系
では、日本の主要部は全北植物区系界に属するが、
奄美諸島から南は旧熱帯植物区系界に属する。従っ
て、西表島は旧熱帯植物区系界に属し、生育する植
物種は本州等の国内主要部とは大きく異なってい
る。西表島を特徴付ける植物相としてマングローブ
がある。マングローブとは河口付近の海水と淡水
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Distribution of a parasitic vine, Cassytha filiformis in Iriomote island
Summary
　The distributional survey of a parasitic vine, Cassytha filiformis in Iriomote island was carried out in order to avoid the 
future threat to the crop plants by this species. Unfortunately, almost all coastal parts of the island were already colonized, but 
no invasion into an inland area or no harmful effects on the crops like pineapple was not observed. The detected largest colony 
was 8 m x 218 m, which suggests that this plant has considerably higher growth and reproductive ability. Main host plant 
has been hitherto Ipomoea pes-caprae , but other woody plants were sometimes colonized, which indicates low host specificity 
of this species. Flowering occurs year-round and a large quantity of seeds is formed, which also means high potential of 
reproductive ability. A successive survey could be appreciated even though no harmful effect has been given to any crops.
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が混ざった汽水域の塩生湿地に成立する森林のこ
とである。主な種に支柱根を持つヤエヤマヒルギ
（Rhizophora mucronata）（図 1）、呼吸根が膝根と
なるオヒルギ（Bruguiera gymnorhiza）（図 2）等
があり、西部最大の川である仲間川や東部最大の川
である浦内川等の河口付近に群生している様子が見
られる。
図 1．支柱根をもつヤエヤマヒルギ
図 2．膝根をもつオヒルギ
　海岸植生としては、最も波打ち際近くにはつる植
物のグンバイヒルガオ（Ipomoea pes-caprae）（図
3）、ハマアズキ（Vigna marina）（図 4）等、次いで、
ハマユウ（Crinum asiaticum）（図 5）、キダチハマ
グルマ（Wedelia biflora）（図 6）等の草本、さらに
内陸側にはアダン（Pandanus odoratissimus）（図 7）、
クサトベラ（Scaevola taccada）（図 8）等の木本が
見られる。
図 3．グンバイヒルガオ
図 4．ハマアズキ
図 5．ハマユウ
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　島中央部は山地森林となり、スダジイを始めとし
た多くの木本植物が生育している。一方、人里では、
道路際にオオバナノセンダングサ（Bidens pilosa L. 
var. radiata）（図 9）を始めとした多くの外来植物
や様々な花色をした一般にハイビスカスと呼ばれる
ブッソウゲ（Hibiscus rosa-sinensis）（図 10）の植
栽が見られる。
図 9．オオバナノセンダングサ
図 10．ブッソウゲ
・西表島の農業
　西表島の農業は、伝統的にサトウキビの栽培が主
であったが、価格の下落や働き手の高齢化にとも
なってパイナップルやマンゴーなどの熱帯果樹の栽
培が増えてきている。近年の主要作物はサトウキビ、
パイナップル、コメ等であり、島の東部地区ではサ
トウキビが、西部地区ではパイナップルとコメの生
産が盛んである 6）。沖縄県の統計では、竹富町（竹
富島、西表島等の有人島 8 島からなる）全体で扱わ
れており、島毎の正確な統計値を得ることは難しい。
西表島は中央部が山地であり、農業地は島周辺部に
限られる。西表島全体でサトウキビの作付け面積は
図 6．キダチハマグルマ
図 7．アダン
図 8．クサトベラ
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約 150 ha、パイナップルの作付け面積は約 50 ha 程
度である。実際に東部ではサトウキビ（Saccharum 
officinarum）（図11）、西部ではパイナップル（Ananas 
comosus）（図 12）の栽培が目立つ。
・調査対象植物
　スナヅルはクスノキ科スナヅル属のつる性寄生植
物で主に日当たりのよい海岸の砂浜に生育し、寄主
は、日本ではグンバイヒルガオやハマゴウ等の海浜
植物とされている。つるの長さ 3-5 m で、茎は直径
1-2 mm 程度で匍匐し、緑色から黄褐色で無毛。外
見はネナシカズラ類に似ているが、かなり硬い。葉
は鱗片葉で目立たない。花は穂状花序で、長さ 3-4 
cm の花序の先に直径 3 mm 程度の淡黄色の花を付
ける。果実は球形で、直径は 6-7 mm 程度で色は緑
から淡黄色とされている 1）。
・調査方法
　島周回道路を自動車で移動し、海岸へのアクセス
が可能な場所では下車して徒歩で海岸まで移動し、
海岸線に沿って徒歩で移動しながら、目視によりス
ナヅル生育の有無を調べた。スナヅル生育の有無に
かかわらず、GPS（Oregon450TC、Garmin 製）を
用いて位置を記録した。スナヅルが見つかった場合
は、群落の大きさについて海岸線に沿って接線方向
および直角の内陸方向の長さを測定した。また、船
浮へは船で移動した。生態写真を現場で撮影した
が、一部試料を採取し、琉球大学熱帯生物圏研究セ
ンター西表研究施設へ持ち帰り、カメラによる接写
や実体顕微鏡での観察を行った。
4.  結果
・スナヅルの分布
　西表島の道路はほぼ海岸線に沿ってある。東側か
ら北側は全線が開通しているが、南側はほぼ無く、
西側は北寄りの半分程度しか道路がないため、船で
移動できる船浮を除いて自動車で移動できる範囲を
調査した（図 13）。船で渡った船浮ではスナヅルは
見つからなかった。スナヅルが見つかったのは西海
岸に面した干立（①）、北西に位置するトドゥマリ
浜から船浦にかけて（②）、北海岸東部の赤離から
高那牧場にかけて（③）、東海岸北部の由布島およ
び古見（④）、東海岸南部の大原港（⑤）そして南
海岸に面した豊原から南風見田にかけて（⑥）であっ
た。その結果、ところどころスナヅルの分布が見ら
れない箇所はあったが、ほぼ全域に渡って分布して
いることが明らかになった。基本的には海岸沿いの
砂浜に生育していることが多かったが（図 14）、唯
一大原港付近の道路沿いでは内陸部でも生育が見ら
れた（図 15）。
図 13. 西表島におけるスナヅルの分布
 ●：スナヅル分布地、 ○×：スナヅル未分布地
図 11．サトウキビ畑
図 12．パイナップル畑
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図 14．砂浜に生育するスナヅル
図 15．内陸部に生育するスナヅル
・各地区におけるスナヅル群落
　スナヅルが見つかった場合は群落の大きさを測定
し記録した（表 1）。記録した群落は全部で 40 であっ
た。小さなもので 60 cm × 60 cm、大きなもので
は 8 m × 218 m と巨大な群落を形成しているもの
があった。
・寄生の生態的特性
　砂浜におけるスナヅルは、最も波打ち際に生育す
るグンバイヒルガオやハマアズキのような他のつる
性植物に寄生する場合がほとんどで（図 16）、つる
植物よりも内陸側の草本植物やさらに内陸側の木本
植物に対する寄生は少なかったが、木本植物にから
みつく例も見られた（図 17）。
図 17．木本植物を寄主とするスナヅル
図 16．グンバイヒルガオを寄主とするスナヅル群落
表 1．各地区におけるスナヅル群落の数と大きさ
＊由布島は観光地であるため、群落の数や大きさは測定しなかった。地区番号は図 1 中の番号に相当する。
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　また、グンバイヒルガオ群落にスナヅルが寄生し
ている場合は、グンバイヒルガオ全体を覆いつくす
ように旺盛な生育を見せる場合もあり（図 18）、そ
こではグンバイヒルガオの花はほとんど見られな
かった。一方、グンバイヒルガオの花が見られる場
合は、ほとんどスナヅルによる寄生は見られなかっ
た（図 19）。
図 18．グンバイヒルガオを覆いつくすスナヅル
図 19. スナヅルによる寄生のない場合に見られる
 グンバイヒルガオの開
・スナヅルの植物学的特徴
　茎の先端部分に花序を形成し、白色の小型の花を
咲かせていた（図 20）。一方、果実は比較的大きく
7-8 mm 程度であった（図 21）。
　グンバイヒルガオの葉柄に巻き付いているスナヅ
ルの茎を見ると、吸盤状の寄生構造が見られた（図
22）。また、スナヅルのつるは緑色から生長とともに
オレンジ褐色に変化する様子が見られた（図 23）。
図 20．スナヅルの花序
図 21．スナヅルの未熟な果実
図 22. スナヅルの吸盤状寄生構造
 →は吸盤状寄生構造を示す。
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5.  考察
　西表島において、スナヅルはすでに予想以上に分
布を拡大しており、調査した範囲ではほぼ全島にお
いて海岸線に沿って広く生育していることがわかっ
た。日本では、海岸線から離れて内陸部まで生育し
ている例は知られていないが、著者の一人による予
備的な調査では、タイでは森林内でも生育しており、
日本でも温暖化の進行とともに分布を内陸へ広げる
可能性があるため、今後とも継続的な調査が必要と
考えられる。また、グンバイヒルガオの開花に対す
る悪影響が見られていることから考えて、寄生によ
る寄主植物からの養分収奪はかなり強力と思われ
た。作物に対する悪影響については、現状では、サ
トウキビやパイナップルの主要作物の多くの畑は海
岸線からは数百メートル以上離れた内陸部にあり、
すぐにスナヅルの寄生による悪影響が出るような状
況ではないと思われる。しかし、海外で報告されて
いるように 2, 3, 4）、サトウキビやパイナップル等の作
物や果樹への悪影響が将来的には予想されるため、
今後とも継続的な調査が必要であり、早めの防除対
策の立案が重要と考えられる。
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図 23．オレンジ褐色に変化したスナヅルのつる
